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十
二
月
六
日
（
月
）
十
八
時

三
十
分
よ
り
、
東
京
都
御
茶
ノ

水
の
全
労
連
会
館
二
回
「
ホ
ー

ル
」
に
於
い
て
、
陸
・
海
・
空

・
港
湾
労
組
20
団
体
主
催
の「
改

め
て
憲
法
を
考
え
よ
う
」
〜
交

通
運
輸
労
働
者
の
関
係
は
？
〜

と
題
し
て
、
学
習
会
が
オ
ン
ラ

イ
ン
を
含
め
バ
ー
チ
ャ
ル
形
式

で
四
十
名
の
参
加
者
で
開
催
さ

れ
た
。
全
国
港
湾
か
ら
は
、
単

組
・
東
京
港
湾
を
中
心
に
十
六

名
が
参
加
し
た
。

衆
院
選
を
受
け
た
第
二
〇
六

特
別
国
会
が
十
一
月
十
日
召
集

さ
れ
、
岸
田
文
雄
首
相
（
自
民

党
総
裁
）
が
第
一
〇
一
代
首
相

に
指
名
さ
れ
た
。
皇
居
で
の
首

相
親
任
式
と
閣
僚
認
証
式
を
経

て
、第
二
次
岸
田
内
閣
が
発
足
。

十
月
の
第
一
次
内
閣
ス
タ
ー
ト

か
ら
約
一
ヶ
月
し
か
た
っ
て
お

ら
ず
、
今
後
本
格
的
に
政
権
が

始
動
す
る
。
そ
こ
で
、
岸
田
内

閣
は
何
を
考
え
て
い
る
の
？
自

民
党
が
進
め
る
改
憲
の
内
容
を

学
び
現
在
の
状
況
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

開
催
に
先
立
ち
全
国
港
湾
玉

田
書
記
長
が
主
催
者
挨
拶
に
た

ち
「
交
通
運
輸
労
働
者
は
、
国

の
有
事
の
際
に
は
真
っ
先
に
駆

り
立
て
ら
れ
、
協
力
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
、
事
実
上
進
め
ら

れ
て
い
る
。
戦
争
の
加
害
者
に

も
、
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
。

憲
法
九
条
を
守
ろ
う
！
」
な
ど

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
黒
澤
有
紀
子
弁
護

士
（
明
日
の
自
由
を
守
る
若
手

弁
護
士
の
会
・
東
京
南
部
法
律

事
務
所
所
属
）が
講
演
を
行
い
、

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
改
憲
勢

力
の
自
民
党
、
公
明
党
、
維
新

の
会
が
三
三
四
議
席
と
な
り
、

憲
法
改
正
の
国
民
投
票
を
発
議

す
る
こ
と
が
可
能
な
三
分
の
二

以
上
の
三
一
〇
議
席
を
上
回
っ

た
。
改
憲
へ
の
動
き
が
再
度
勢

い
を
つ
け
、
自
民
党
を
中
心
と

し
た
明
文
改
憲
が
現
実
に
迫
っ

て
い
る
。

現
在
の
憲
法
の
原
則
に
は
、

①
国
民
主
権
②
基
本
的
人
権
の

尊
重
③
平
和
主
義
が
掲
げ
ら

れ
、
国
民
の
人
権
を
守
る
こ
と

が
柱
に
あ
り
、
自
民
党
の
憲
法

改
正
草
案
で
は
、
国
家
を
守
る

た
め
に
人
権
を
制
限
す
る
も
の

に
摺
り
替
わ
っ
て
い
る
。

特
に
、
自
民
党
草
案
で
は
、

今
の
法
律
の
特
措
法
が
あ
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
憲

法
に
は
な
い
緊
急
事
態
条
項
を

第
九
章
に
設
け
、
内
閣
が
法
律

と
同
じ
効
力
の
あ
る
、
国
会
が

開
会
中
で
あ
っ
て
も
可
能
な
政

令
を
制
定
で
き
る
。
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は「
三
権
分
立（
立

法
・
行
政
・
司
法
）
」
の
関
係

を
崩
し
、
行
政
（
内
閣
）
に
過

度
な
権
力
集
中
と
人
権
制
約
が

可
能
と
な
り
、
対
象
の
制
限
が

な
い
全
て
の
人
権
が
制
限
で

き
、
報
道
の
制
限
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
も
制
限
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
極
め
て
危
険
で
、

ま
さ
に
有
事
の
際
に
は
交
通
運

輸
労
働
者
が
真
っ
先
に
駆
り
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
関
係
が

深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な

ど
と
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
か
ら

の
質
疑
で
は「
現
在
の
憲
法
は
、

良
く
で
き
て
お
り
奇
麗
で
あ

る
。
こ
れ
を
上
回
る
こ
と
は
難

し
い
。
憲
法
を
守
る
必
要
と
守

ら
せ
る
義
務
が
あ
る
」
な
ど
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

改
め
て
憲
法
を
考
え
、
自
民

党
の
憲
法
改
正
草
案
の
中
身
と

今
後
の
改
憲
へ
の
動
向
を
注
視

す
る
な
ど
、
現
状
の
理
解
を
深

め
ら
れ
た
学
習
会
と
な
っ
た
。

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
教

宣
委
員
の
藤
木
で
す
。
ま
た
リ

レ
ー
随
筆
の
順
番
が
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。

「
ト
ラ
、
ト
ラ
、
ト
ラ
や
！
」

（
真
珠
湾
攻
撃
時
の
攻
撃
合
図
）

「
ト
ラ
だ
、
ト
ラ
に
な
る
の
だ

〜
！
」
（
も
う
知
ら
な
い
人
が

多
い
か
も
？
）
と
い
う
こ
と
で

来
年
の
干
支
の
虎
つ
な
が
り
で

何
か
書
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
野

毛
山
公
園
の
動
物
園
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
野
毛
山
公
園
は
、

横
浜
の
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
か
ら
歩
い

て
一
〇
分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
自
分
は
、
野
毛
の

飲
み
屋
か
ウ
イ
ン
ズ
（
馬
券
売

り
場
）
ぐ
ら
い
し
か
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
行
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

横
浜
周
辺
は
小
高
い
丘
が
多

い
の
で
す
が
、
野
毛
山
公
園
も

丘
の
頂
上
で
い
い
運
動
に
な
り

ま
し
た
。

余
談
で
す
が
、
動
物
園
に
入

る
前
に
あ
る
石
碑
が
目
に
つ
い

た
の
で
見
て
み
る
と
「
佐
久
間

像
山
」
を
称
え
る
記
念
碑
で
し

た
。
佐
久
間
像
山
は
幕
末
に
い

ち
早
く
開
国
を
唱
え
た
人
で
先

見
の
明
が
あ
っ
た
人
で
す
が
、

攘
夷
論
者
の
人
の
手
に
よ
っ
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
碑
を

建
て
た
と
き
に
は
横
浜
港
が
一

望
で
き
た
の
で
は
と
思
わ
せ
る

場
所
で
す
。

さ
て
、
動
物
園
に
入
る
と
な

ん
と
入
場
料
は
無
料
！
で
も
大

き
な
口
を
開
け
て
い
る
ラ
イ
オ

ン
く
ん
の
人
形
へ
寄
付
を
入
れ

と
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物

を
見
な
が
ら
虎
を
探
し
て
い
る

と
ラ
イ
オ
ン
と
虎
の
檻
が
近
づ

い
て
き
た
瞬
間
、
「
ガ
ァ
オ
ー

！
ガ
ァ
オ
ー
！
」
と
ラ
イ
オ
ン

の
唸
り
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
と
な
り
の
檻
が
、
い

よ
い
よ
虎
で
、
で
、「
え
っ
！
」

い
な
い
！
？
な
に
か
書
い
て
あ

る
の
で
読
む
と
、
虎
は
上
野
動

物
園
に
出
張
（
出
園
）
中
と
の

こ
と
で
ガ
ッ
ク
リ
と
し
て
園
内

を
歩
い
て
い
る
と
ガ
チ
ョ
ウ
か

ア
ヒ
ル
の
檻
に
な
に
や
ら
動
物

を
発
見
！
し
ま
し
た
。
よ
く
見

る
と
虎
で
は
な
く
お
猫
様
し

た
。
こ
、
こ
れ
は
来
年
の
何
か

の
予
兆
か
？

み
な
さ
ん
、
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

二
〇
一
四
年
か
ら
運
用
さ
れ

て
来
ま
し
た
全
国
港
湾
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
毎
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
繰
り
返
し
、
掲
載
内
容

の
充
実
を
は
か
っ
て
き
ま
し

た
。今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
例
年
通
り
掲
載
写
真
と
掲

載
文
書
の
変
更
・
追
加
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
へ
、
速

や
か
な
情
報
伝
達
や
教
宣
活
動

の
一
環
に
な
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
を
は
か
っ
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
一
度
ク
リ
ッ
ク
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

前
回
は
、
労
働
時
間
規
制

の
意
義
や
労
働
時
間
に
つ
い

て
考
え
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
労
働
時
間
に
関
す

る
産
別
協
定
の
規
程
を
労
働

時
間
と
密
接
に
関
係
す
る

「
休
日
・
休
暇
」
や
「
作
業

体
制
」
に
つ
い
て
の
第
六
章

・
第
七
章
の
規
定
を
補
足
的

に
も
触
れ
て
考
え
て
い
く
こ

と
に
し
ま
す
。

労
働
時
間
は
、
港
湾
産
別

協
定
の
第
五
章
で
次
の
よ
う

に
規
定
し
て
い
ま
す
。

第
五
章

労
働
時
間

第
二
十
四
条

所
定
内
労

働
時
間

港
湾
労
働
者
の
一

日
の
所
定
内
労
働
時
間
は
、

八
時
間
拘
束
（
休
憩
一
時
間

以
上
）
、
実
働
七
時
間
と
す

る
。第

二
十
五
条

労
働
日

週
に
お
け
る
労
働
日
は
、
月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
と
す
る
。

第
二
十
六
条

時
間
外
労

働

時
間
外
労
働
は
月
間
四

十
五
時
間
以
内
と
す
る
。

第
一
項

深
夜
労
働
は
、

拘
束
八
時
間
、実
働
七
時
間
、

時
間
外
労
働
四
十
五
時
間
以

内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項

深
夜
労
働
は
、

一
人
月
間
三
回
を
限
度
と
す

る
。第

二
十
七
条

労
働
時
間

の
弾
力
的
事
項
の
不
適
用

労
働
基
準
法
改
正
に
係
る
労

働
時
間
の
弾
力
的
事
項
に
つ

い
て
、
港
湾
に
お
い
て
は
適

用
し
な
い
。

第
二
十
四
条
で
所
定
内
労

働
時
間
つ
ま
り
一
日
の
労
働

時
間
を
規
定
し
、
第
二
十
五

条
で
週
の
労
働
日
は
、
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
と
す
る
と
し

て
い
ま
す
。こ
こ
で
、所
定
内

労
働
時
間
の
規
定
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
第
七
章
第
三
十
一

条
第
一
項
で
「
昼
間
作
業
は

八
時
三
十
分
か
ら
一
六
時
三

十
分
と
す
る
」と
し
て
お
り
、

こ
の
「
八
時
三
十
分
か
ら
一

六
時
三
十
分
」
の
八
時
間
が

所
定
内
労
働
時
間
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
大
事
な
こ

と
は
、
本
船
の
遅
れ
や
早
ま

っ
た
場
合
な
ど
の
ケ
ー
ス
の

考
え
方
で
す
。
本
船
の
着
岸

が
二
時
間
遅
れ
た
か
ら
作
業

開
始
は
十
時
三
十
分
と
な

り
、
こ
こ
か
ら
八
時
間
労
働

だ
か
ら
十
八
時
三
十
分
ま
で

の
八
時
間
が
所
定
内
労
働
時

間
だ
と
は
解
釈
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。あ
く
ま
で
も
、

第
七
章
第
三
十
一
条
で
規
定

す
る「
昼
間
作
業
」が
所
定
内

労
働
を
規
定
す
る
時
間
で

す
。本

船
動
向
が
ど
う
あ
れ
、

各
社
と
も
始
業
時
間
は
八
時

三
十
分
、
終
業
時
間
は
十
六

時
三
十
分
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
（
地
域
・
港
に
よ

っ
て
は
、
八
時
〜
十
六
時
を

所
定
内
労
働
時
間
と
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
産

別
協
定
は
、こ
れ
ら
は
各
々

歴
史
的
経
緯
が
あ
る
こ
と
な

の
で「
こ
れ
を
変
更
す
る
も

の
は
な
い
」と
認
め
て
い
ま

す
／
第
三
十
一
条
第
四
項
）。

労
働
日
は
、
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
で
、
日
曜
日
は
休
日

（
第
六
章
第
二
十
八
条
）
で

す
。土
曜
日
の
取
り
扱
い
は
、

六
大
港
の
船
内
・
沿
岸
職
種

は
、
そ
の
週
に
祝
日
（
第
二

十
八
条
で
休
日
と
規
定
）
が

な
い
場
合
の
土
曜
日
は「
土

曜
休
日
」と
し
、そ
の
週
に
祝

日
の
あ
る
土
曜
日
は
「
土
曜

休
暇
」と
し
て
い
ま
す
。こ
れ

が
、い
わ
ゆ
る「
五
・
九
協
定
」

と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
起
点
に
し
な
が
ら
、

他
の
港
、
他
の
職
種
に
お
い

て
は
、
週
休
二
日
制
の
適
用

に
向
け
て
現
在
も
努
力
を
続

け
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は

全
港
・
全
職
種
に
お
い
て
実

施
し
て
い
く
と
協
定
し
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
完

全
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
言

い
難
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

一
日
の
内
、
八
時
三
十
分

か
ら
十
六
時
三
十
分
を
除
い

た
時
間
帯
は「
時
間
外
労
働
」

に
な
り
ま
す
。
第
二
十
六
条

本
則
で
「
月
間
四
十
五
時
間

以
内
と
す
る
」
と
規
定
し
、

そ
の
第
一
項
で
、
深
夜
労
働

（
二
十
一
時
三
十
分
以
降
）

は
、
一
人
月
間
三
回
を
限
度

と
す
る
（
第
二
十
六
条
第
二

項
）
と
し
て
い
ま
す
。

八
時
間
拘
束
（
休
憩
一
時

間
以
上
）
、
実
働
七
時
間
、

時
間
外
四
十
五
時
間
で
す
か

ら
「
八
―
七
―
四
十
五
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

本
船
の
遅
れ
が
あ
っ
て

も
、
待
機
時
間
は
「
拘
束
さ

れ
て
い
る
か
ら
労
働
時
間
に

カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
前
述
し
ま
し
た
。
本

船
や
貨
物
に
合
せ
た
労
働
時

間
を
設
定
す
る
と
、
日
々
、

所
定
内
労
働
時
間
が
変
わ

り
、
極
端
に
言
え
ば
、
「
明

日
は
、
十
八
時
に
本
船
が
入

る
か
ら
、
十
七
時
か
ら
所
定

内
労
働
時
間
」
と
な
り
「
そ

の
日
の
作
業
は
時
間
外
労
働

で
は
な
い
」
と
い
う
事
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
作
業
体

制
（
作
業
時
間
規
程
）
も
な

く
な
り
、
深
夜
労
働
も
、「
所

定
内
」
と
い
う
事
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
港
湾

労
働
者
は
、
深
夜
も
昼
間
も

境
目
の
な
い
「
所
定
内
八
時

間
労
働
」
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
、
働
き
方
を
進

め
よ
う
と
し
た
の
が
労
働
基

準
法
の
改
悪
に
よ
る
「
弾
力

的
事
項
」
で
す
。
つ
ま
り
、

仕
事
が
発
生
し
た
時
か
ら

「
所
定
内
労
働
と
す
る
」
こ

と
を
推
進
し
て
無
駄
な
働
き

方
を
や
め
よ
う
と
い
う
美
辞

麗
句
で
ご
ま
か
し
た
法
改
悪

で
し
た
。
こ
れ
を
港
湾
に
適

用
さ
せ
な
い
と
規
定
し
た
の

が
第
二
十
七
条
の
「
弾
力
的

事
項
の
不
適
用
」
と
い
う
わ

け
で
す
。

次
回
は
、
第
六
章
の
「
休

日
・
休
暇
」に
進
み
ま
す
が
、

今
回
の
労
働
時
間
の
問
題
と

合
わ
せ
て
、
港
湾
労
働
者
の

労
働
時
間
や
休
日
・
休
暇
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「ニャン・ニャン・ニャン」「ニャン・ニャン・ニャン」

改
め
て
憲
法
を
考
え
よ
う
！

改
め
て
憲
法
を
考
え
よ
う
！

リレー随筆リレー随筆

陸
・
海
・
空
・
港
湾
労
組
２０
団
体
学
習
会

陸
・
海
・
空
・
港
湾
労
組
２０
団
体
学
習
会

港湾産別協定㉘港湾産別協定㉘
～休日・休暇や

作業体制について～
～休日・休暇や

作業体制について～

リ
レ
ー
随
筆

〜
私
の
思
う
理
想
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
〜


